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平成22年６月25日発行

昨年開催された模様
（写真提供：まつえ北商工会）

　松江市美保関町で毎年開催され、多くの参加者と観客で大いに盛り上
がりを見せ、今年で第13回目を迎える「エビスカップ全日本海上綱引き
選手権大会」が、今年も７月19日海の日に北浦海水浴場で開催されます。
昨年は59チームの参加があり、熱戦が繰りひろげられました。
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平
成
22
年
５
月
26
日
、
松
江
市
の

島
根
県
商
工
会
館
に
於
い
て
、
平
成

22
年
度
第
50
期
通
常
総
会
・
第
１
回

役
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
、
商
工
会
長
全
員
が
県

連
役
員
に
就
任
後
初
の
通
常
総
会
で

あ
り
、
役
員
会
と
の
同
日
開
催
で

あ
っ
た
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
な

さ
れ
た
。

　

石
飛
会
長
は
、
小
規
模
事
業
者
、

商
工
会
を
取
巻
く
環
境
が
極
め
て
厳

し
い
中
、
今
年
度
商
工
会
法
施
行
50

周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

本
年
は
、
商
工
会
法
施
行
50
周
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す
。

過
去
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
商
工
会
は
、

地
域
に
根
差
し
た
経
済
団
体
と
し
て
、

地
域
経
済
の
向
上
と
会
員
企
業
の
発

展
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
景
気
の
急

速
な
悪
化
と
中
山
間
地
域
の
疲
弊
に

よ
り
、
会
員
数
の
減
少
と
い
う
厳
し

い
試
練
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
商
工
会
は
層
の
厚
い
沃
土
を
抱

た
が
、
新
た
な
飛
躍
へ
の
土
台
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
、
各
商
工
会
長
の
皆

様
全
員
が
県
連
の
役
員
と
し
て
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
賜
物
と
、
厚
く
感

謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
県
連
と
し
て
、

会
員
満
足
度
の
向
上
、
会
員
数
と
組

織
率
の
向
上
を
商
工
会
活
動
の
根
幹

に
据
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
各

事
業
に
お
い
て
目
標
数
値
を
定
め
確

実
な
実
行
を
目
指
し
ま
す
。

　

特
に
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
、
組
織
全
体
の
底
上
げ
を
図
っ
て

い
く
こ
と
は
、
今
年
度
の
最
大
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
商
工
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
ま
い
り

ま
す
。
議
論
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
ま
さ
に
こ
れ
は
こ
れ
か

ら
何
年
か
の
商
工
会
の
ス
キ
ー
ム
を

決
定
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
建
設
的
な
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、

実
行
に
移
す
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
念

願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

え
て
お
り
ま
す
。

　

島
根
県
に
お
い
て
は
、

特
に
中
山
間
地
の
小
規
模

事
業
者
等
に
と
っ
て
は
、

景
気
回
復
の
実
感
す
ら
な

い
ま
ま
更
な
る
景
気
悪
化

と
い
う
厳
し
い
経
済
環
境

が
続
い
て
い
く
こ
と
を
懸

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
。

　

今
こ
そ
、
商
工
会
が
そ

の
持
て
る
力
を
存
分
に
発

揮
し
、
内
外
の
期
待
に
応

え
て
い
く
時
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
、こ
の
１
年
間「
行

動
す
る
商
工
会
」
を
掲
げ

走
り
続
け
て
ま
い
り
ま
し

　

役
員
改
選
で
石
飛
新
会
長
を
選

出
、
全
商
工
会
長
が
県
連
役
員
に
な

る
大
き
な
改
革
を
行
い
、
組
織
と
機

能
の
強
化
を
行
っ
た
。

　

商
工
会
か
ら
の
施
策
要
望
な
ど
を

ま
と
め
、
県
行
政
・
議
会
に
対
し
積

極
的
な
意
見
要
望
活
動
を
展
開
し
、

金
融
制
度
の
拡
充
や
新
規
補
助
事
業

な
ど
が
実
現
し
た
。

　

合
併
後
の
激
し
い
環
境
変
化
の
な

か
で
、
会
員
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

今
後
の
商
工
会
の
方
向
性
を
見
出
す

た
め
、
全
会
員
を
対
象
に
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
な
か
で
も
、
支

所
の
存
続
に
つ
い
て
会
員
か
ら
の
要

望
が
大
き
く
寄
せ
ら
れ
た
。

新たな歴史を刻む記念すべき１年に

第50期通常総会・役員会を開催第50期通常総会・役員会を開催

あいさつをする石飛会長 石
飛
会
長

あ
い
さ
つ
【
要
旨
】

平
成
21
年
度

事
業
報
告
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企
業
支
援
に
お
い
て
は
、
３
名
の

巡
回
経
営
支
援
専
門
員
設
置
や
新
事

業
展
開
集
中
支
援
事
業
に
よ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
企

業
支
援
体
制
を
強
化
し
て
、
会
員
企

業
の
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
努

め
、「
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
」
や
専

門
家
派
遣
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え
た
。

　

ま
た
、
し
ま
ね
地
域
資
源
産
業
活

性
化
基
金
交
付
事
業
は
、
補
助
率
の

引
き
上
げ
、
広
報
活
動
等
の
強
化
の

結
果
、
39
件
も
の
応
募
が
あ
り
、
22

件
に
対
し
交
付
決
定
を
行
っ
た
。

　

収
益
事
業
特
別
会
計
は
、
前
年
度

多
額
の
損
失
金
計
上
を
し
た
が
、
関

係
各
方
面
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
も

と
そ
の
再
生
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。
実
質
的
に
６
千
万
円
を
超
え
る

損
失
金
の
圧
縮
と
な
っ
た
が
、
共
済

保
有
口
数
の
減
少
は
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
層
の
加
入
推
進
と
収
益

改
善
に
取
り
組
み
、
特
別
会
計
の
健

全
化
達
成
へ
の
不
断
の
努
力
が
必
要

で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
商
工
会
法
施
行
50
周

年
を
迎
え
る
区
切
り
の
年
で
あ
る
。

会
員
満
足
度
の
向
上
、
会
員
数
と
組

織
率
の
向
上
を
根
幹
に
据

え
、
各
事
業
に
目
標
数
値

を
設
定
し
、
着
実
な
実
行

を
目
指
す
。
（
下
表
）

　

第
１
に
巡
回
訪
問
の
強

化
と
支
援
機
能
・
サ
ー
ビ

ス
強
化
に
取
組
む
。
ま
た
、

昨
年
度
実
施
し
た
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
や
商
工
会
合
併

の
検
証
を
ふ
ま
え
、
新
た

な
商
工
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
そ
の
指
針
を
明
確
に

し
、
商
工
会
法
施
行
50
周

年
記
念
事
業
等
を
通
じ
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　

第
２
に
、
「
中
小
企
業

応
援
セ
ン
タ
ー
」
事
業
を

は
じ
め
様
々
な
企
業
支
援

事
業
を
通
じ
て
、
活
力
あ

る
企
業
の
育
成
、
地
域
産

業
振
興
支
援
を
積
極
的
に

展
開
す
る
。

　

第
３
に
、
再
生
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
共
済
事

業
を
、
更
に
安
定
・
確
実

な
も
の
と
し
、
自
主
財
源

の
確
保
に
よ
る
財
政
基
盤

の
強
化
を
図
る
。

　

こ
れ
ら
を
大
き
な
柱
と

し
て
行
政
・
関
係
機
関
等

と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、

新
た
な
歴
史
の
歩
み
を
確

実
な
も
の
と
し
て
い
く
。

商工会法施行50周年記念

商工会しまね大会

平
成
22
年
度

事
業
計
画

全国重点推進事業：島根県の目標値 
項　　　　　目 目　　　　　標

１．巡回訪問強化
経営指導員1人当り350件以上
（Ｈ20年度実績 315件） 

２．会員増強運動 会員数10,000人　組織率70％

３．コミュニティ維持活動
強化

地域貢献アピールプランの策
定

４．自己財源の確保 自己財源比率５％アップ

５．国直轄事業の推進
　　（全国展開事業、ＪＡＰ
ＡＮブランド事業、創業・
経営革新セミナー）

今後５年間において１商工会
あたり１回以上 

６．福祉共済 新規加入…商工会員2.0％

７．貯蓄共済 5,600口

８．ネットde記帳による自
計化の推進

記帳代行件数の10％以上（現
行８％）

９．中小企業新事業活動促
進法による経営事業計画
又は地域産業資源活用事
業計画の認定

経営指導員１名につき新規１
件

10．100万会員ネットワーク
経営指導員１名につき１企業
以上の新規登録

項　　　　　目 目　　　　　標

１．女性部の部員増強
組織率30％を目標
※30％を超えている商工会に

あっては３％アップ

島根県連の独自目標値
〔島根県連目標数値〕

項　　　　　目 目　　　　　標

１．先進的経営支援の推進 高度・専門的なテーマにおけるベストプラ
クティス（成功事例）の創出：経営指導員
１名につき１企業

２．経営改善アドバイザー派遣事業 派遣企業数：150企業

３．建設産業総合相談事業 建設産業者の経営支援企業数：経営指導員
１名につき３企業 

４．しまね地域資源産業活性化基金
助成金交付事業

採択事業者数：17企業

５．巡回経営支援強化事業 専門員の巡回訪問企業数：408企業

６．エキスパートバンク事業 派遣回数：90回

７．ＥＣＯ経営推進事業 相談企業数：経営指導員１名につき１企業
宣言事業者：経営指導員１名につき１企業

８．女性のための創業塾 参加者数：40名

９．経営革新塾 参加者数：30名以上

〔商工会目標数値〕

項　　　　　目 目　　　　　標

１．重点支援テーマ（経営革新、地
域資源活用、農商工連携等）にお
けるベストプラクティス（成功事例）

経営指導員１名につき１企業

２．経営革新、地域資源活用、農商
工連携等に基づく認定

経営指導員１名につき１企業

３．建設産業者の経営支援企業数 経営指導員１名につき３企業

４．ＥＣＯ経営相談事業
　・相談企業
　・宣言事業者／協賛店舗申込数

・経営指導員１名につき１企業
・経営指導員１名につき１事業者

予告 足跡をふり返り、商工会の新たな一歩をともに踏み出そう

と　き：平成22年10月15日㈮　午後２時から
ところ：ホテル一畑（松江市） 
※詳細が決定次第、お知らせいたします。
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「
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、

昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
「
地

域
力
連
携
拠
点
」
に
替
わ
り
新
た
な

に
実
施
す
る
事
業
で
、
中
小
企
業
支

援
機
関
の
経
営
支
援
機
能
を
専
門
家

派
遣
等
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト
し
、
中
小

企
業
の
新
事
業
展
開
や
事
業
承
継
な

ど
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
効
果
的
な
支
援
を
実
施
す

る
た
め
に
、
財
団
法
人
し
ま
ね
産
業

振
興
財
団
・
松
江
商
工
会
議
所
・
島

根
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
島
根

県
商
工
会
連
合
会
で
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
組
み
、
中
小
企
業
の
経
営
支
援

を
連
携
・
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

　

本
会
の
「
中
小
企
業
応
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
本
所
と
石
見
支
所
に
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
新
た
な
経
営
手

法
へ
の
取
組
み
と
い
っ
た
、
高
度
・

専
門
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

専
門
家
派
遣
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

な
ど
を
商
工
会
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

応
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
小
企
業

の
皆
様
の
企
業
経
営
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
商
工
会

の
経
営
指
導
員
は
、
経
営

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
ま

ず
は
、
身
近
な
相
談
窓
口

の
商
工
会
へ
ご
相
談
下
さ

い
。
（
相
談
無
料
・
秘
密

厳
守
）

　
「
島
根
県
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
中
小
企
業
の
日

常
的
な
経
営
支
援
に
取
り
組
む
支
援
機
関
等
の
経
営
支
援
能

力
を
補
完
・
強
化
す
る
た
め
、
そ
の
後
方
支
援
機
関
と
し
て

国
が
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
分
野
の
専
門
家
を
活

用
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
の
皆
様
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支

援
を
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●中小企業応援センター● 
専門家派遣を通じて、５つの高度・専門的な経営
課題に対応、ワンストップで中小企業の皆様を
応援します。   

① 新事業展開 
（経営革新、地域資源活用、農商工等連携、新連携）

② 創業、事業再生及び再チャレンジ 

応援センターが用意する［３つの支援ツール］

ご相談内容の秘密は、厳守いたします

◎ 専門家派遣

③ 事業承継 

④ ものづくりの高度化 

⑤ 新たな経営手法への取組み 
（ＩＴを活用した経営力強化、知的資産経営） 

相談無料
まずは

ご相談下さい

中小企業からのご相談や支援機関
からの要請に応じて、中小企業の抱
える高度・専門的な経営課題の解
決に最適な専門家を派遣します。

○ セミナーなど

講習会や研修、ビジネスマッチン
グ会を開催し、経営課題解決に有
益な情報の提供等を行います。

○ 窓口相談

経営課題に対応した相談窓口を
定期的に開設し、課題を把握し
た上で、各種支援に繋げます。

あ
な
た
の
会
社
の
経
営
課
題
を
解
決
し
ま
す
！

島
根
県
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
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去
る
３
月
、
し
ま
ね
地
域
資
源

産
業
活
性
化
基
金
助
成
金
第
４
回

採
択
企
業
、
株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド

測
量
設
計
（
出
雲
市
荻
杼
町
）
の

和
田
社
長
、
黒
川
総
務
部
長
が
新

商
品
の
完
成
に
つ
い
て
報
告
の
た

め
来
会
さ
れ
た
。

　

同
社
は
、
島
根
県
中
山
間
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
成
果
を
基

に
、
樹
幹
内
部
の
腐
り
具
合
を
音

の
周
波
数
で
初
期
診
断
す
る
技
術

を
開
発
し
、
商
品
化
に
成
功
し
た
。

　

従
来
の
樹
木
の
診
断
は
、
超
音

波
や
放
射
線
を
利
用
す
る
こ
と
で

樹
木
を
傷
付
け
る
事
も
あ
り
、
ま

た
、
長
年
の
経
験
を
重
ね
た
農
林

業
者
・
樹
木
医
が
時
間
を
か
け
て

診
断
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
同
商
品
は
「
横
打
撃

共
振
法
」
と
い
う
測
定
原
理
を
使

い
、
専
用
の
打
診
ハ
ン
マ
ー
で
木

の
幹
を
た
た
い
て
出
る
音
の
周
波

数
を
ハ
ン
デ
ィ
サ
イ
ズ
の
機
器
で

集
計
し
、
わ
ず
か
１
分
程
度
で
診

断
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
商
品
を
打
撃
音
樹
内
腐
朽
簡

易
診
断
装
置
「
ぽ
ん
太
」
と
ネ
ー

ミ
ン
グ
し
、
官
公
庁
、
森
林
組
合
、

樹
木
医
等
に
販
売
し
て
い
く
。

　

価
格
は
９
万
９
、
７
５
０
円

（
防
塵
・
防
滴
構
造
タ
イ
プ
は

18
万
９
、０
０
０
円
）、
重
量
は
約

１
５
０
グ
ラ
ム
（
防
塵
・
防
滴
構

造
タ
イ
プ
は
約
３
０
０
グ
ラ
ム
）

で
簡
単
に
持
ち
運
べ
、
診
断
可
能

な
樹
木
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
12

樹
木
に
対
応
し
て
お
り
、
今
後

デ
ー
タ
を
追
加
し
て
対
応
樹
木
を

増
や
す
予
定
で
あ
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は

　

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
測
量
設
計

　

（
０
８
５
３
・
２
４
・
８
１
３
３
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp

://w
w
w
.w
orld

-ss.co.jp
/

和田社長（右から２番目）と黒川総務部長（右端）

し
ま
ね
地
域
資
源
産
業
活
性
化
基
金
助
成
金
交
付
事
業
　
事
業
報
告

し
ま
ね
地
域
資
源
産
業
活
性
化

基
金
助
成
金
交
付
事
業
と
は

助成対象者 中小企業等 支援事業者

助 成 率 ２／３以内 10／10以内

助成金総額 50万円～500万円

助 成 期 間 ２年以内

FEATURES　―特 長―

安 全！ 専用ハンマーで打診するだけの非破壊検査法です。
樹木に優しい検査です。

早 い！ １本の樹木に要する検査時間は１分程度です。
１人で検査ができます。

小型・軽量！ 片手で持てる軽量な機器です。
従来の検査機器では考えられないコンパクトさです。

簡単・客観的！ 今まで樹木医などの専門家でしか判断できなかった
打診音を客観的な数値で評価できるようになります。

便 利！ 検査データは、ぽん太の中に記録されます。
Windows用の専用ソフトで帳票印刷が可能です。

打撃音樹内腐朽簡易診断装置  「ぽん太」
株式会社ワールド測量設計

　

県
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
、
事
業
協
同
組
合
、
協
業
組
合
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
創
業
者
な
ど
に
、
農
林
水

産
品
、
鉱
工
業
品
、
加
工
技
術
、
観

光
資
源
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し

た
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
開

発
・
販
路
開
拓
の
初
期
段
階
の
事
業

に
つ
い
て
必
要
な
経
費
を
助
成
す
る

事
業
で
す
。

　

公
募
は
、
年
２
回
春
と
秋
に
行
っ

て
お
り
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
、
36

事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
経
費
は
、
新
商
品
・
新
サ
ー

ビ
ス
の
研
究
開
発
、
販
路
開
拓
に
か

か
る
経
費
で
、
助
成
率
は
３
分
の
２

以
内
（
通
常
は
２
分
の
１
以
内
、
特

例
と
し
て
平
成
21
年
度
～
平
成
23

年
度
の
３
年
間
の
採
択
事
業
に
適

用
）
、
助
成
金
総
額
は
50
万
円
か
ら

５
０
０
万
円
で
す
。

　

今
年
度
、
春
の
公
募
は
締
切
り
ま

し
た
が
、
秋
の
公
募
は
９
月
か
ら
10

月
頃
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
商
工
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。



2010.6.25　278号6

青
年
部
連
合
会

女
性
部
連
合
会

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
平
成

22
年
４
月
24
日
、
島
根
県
商
工
会
館

に
お
い
て
、
県
内
各
地
か
ら
約
80
名

を
集
め
、
平
成
22
年
度
（
第
44
期
）

通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
21
年
度
事

業
報
告
と
平
成
22
年
度
事
業
計
画
を

審
議
し
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
開
催
し
た
指
導
者

研
修
会
で
は
、
「
青
年
部
活
動
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
県
青
連
執
行
部
か
ら
、

青
年
部
員
実
態
調
査
と
青
年
部
組
織

現
状
調
査
報
告
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
特
に
組
織
現
状
調
査
に
つ

い
て
は
、
部
員
数
の
動
向
・
潜
在
的

な
新
規
部
員
候
補
者
数
な
ど
を
調
査

し
青
年
部
組
織
の
現
状
と
問
題
点
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　

引
き
続
き
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表

者
と
執
行
部
が
意
見
交
換
を
行
い
、

組
織
強
化
に
繋
が
る
青
年
部
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
話
し
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
「
中
国
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
交
流
会
」
を

島
根
県
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
同
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

交
流
会
の
成
功
に
む
け
て
、
出
席
者

一
同
で
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

【
平
成
22
年
度
主
要
行
事
】

▼
県
大
会
（
斐
川
町
）

　

７
月
３
日


▼
中
四
国
交
流
会
（
松
江
市
）

　

９
月
25
日


▼
全
国
主
張
発
表
大
会

　

11
月
25
日


▼
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
（
斐
川
町
）

　

７
月
４
日


▼
経
営
革
新
塾
（
浜
田
市
）

　

（
創
業
人
材
育
成
事
業
）

　
　

10
月
初
旬
～
７
回
開
催

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
５
月

11
日
、
斐
川
町
「
出
雲
空
港
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、
勝
部
斐
川
町
長
他

を
来
賓
に
迎
え
、
県
内
各
地
か
ら
約

１
２
０
名
を
集
め
て
通
常
総
会
、
指

導
者
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

通
常
総
会
は
、
平
成
21
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
平
成
22

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
原
案
ど
お
り
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
開
催
し
た
指
導

者
研
修
会
で
は
、
中
小
企

業
診
断
士
の
布
野
眞
由
美

先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
商

工
会
女
性
部
活
動
に
つ
い

て
」
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
法
を
用
い
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

今
回
、
参
加
者
を
９
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
最
初
に
「
商
工
会
女
性

部
の
魅
力
」
に
つ
い
て
、
Ｋ
Ｊ
法
を

用
い
て
意
見
集
約
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
各
グ
ル
ー
プ
で
発
表
し
た
。

　

次
に
、「
過
去
の
活
動
を
振
り
返
っ

て
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
に
し

て
い
く
か
」
を
、
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
（
続
け

る
）
Ｐ
ｒ
ｏ
ｂ
ｌ
ｅ
ｍ
（
問
題
）
Ｔ

ｒ
ｙ
（
挑
戦
）
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
グ

ル
ー
プ
分
け
を
し
て
、
あ
る
べ
き
女

性
部
活
動
に
つ
い
て
討
議
を
行
い
、

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
代
表
者
が
発
表

を
行
っ
た
。　

　

今
回
の
研
修
は
、
参
加
者
か
ら
は

非
常
に
好
評
で
あ
り
、
各
単
会
で
も

実
施
し
た
い
と
の
意
見
も
頂
い
た
。

【
平
成
22
年
度
主
要
事
業
】

▼
中
四
国
交
流
会
（
山
口
県
）

　

９
月
２
日

・
３
日


▼
全
国
大
会
（
茨
城
県
）

　

11
月
25
日


▼
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
（
邑
南
町
）

　

８
月
22
日


▼
経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
各
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

10
月
６
日

～
８
日


平成22年度
中国・四国ブロック商工会青年部交流会
　　　開催日：９月25日㈯
　　　場　所：「ホテル一畑」

通

常

総

会
を
開
催

指
導
者
研
修
会

平
成
22
年
度

　
　
県
青
連
・
県
女
性
連

中国・四国ブロック商工会青年部交流会スローガン
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ジブラルタ生命は、島根県商工会連合会が実施している 
商工貯蓄共済制度の生命保険部分と医療保障特約型を 
お引き受けてしています。 
共済制度の詳細はお近くの商工会にお問合せください。 
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退
職
（
平
成
22
年
３
月
31
日
）

○
事
務
局
長
・
支
所
長
（
５
名
）

　

仙
石　

晃
＝
安
来
市

　

石
飛
直
武
＝
飯
南
町
（
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

　

三
原
伸
治
＝
出
雲

　

森
下
洋
子
＝
石
央
（
支
所
長
）

　

村
本
卓
夫
＝
吉
賀
町

○
経
営
指
導
員
（
５
名
）

　

宮
本
交
治
＝
ま
つ
え
南

　

山
来
広
三
＝
安
来
市

　

板
垣
公
男
＝
雲
南
市

　

白
根
久
一
郎
＝
雲
南
市

　

斎
藤
博
喜
＝
石
央

○
補
助
員
（
１
名
）

　

湯
浅
春
美
＝
邑
南
町

○
記
帳
専
任
職
員
（
１
名
）

　

松
山
悦
子
＝
ま
つ
え
南

採
用
（
平
成
22
年
４
月
１
日
）

○
事
務
局
長
（
３
名
）

　

山
来
広
三
＝
安
来
市

　

宮
本
交
治
＝
出
雲

　

谷
尻
賢
二
＝
吉
賀
町

異
動
（
平
成
22
年
４
月
１
日
）

○
経
営
指
導
員
（
８
名
）

　

田
中　

聰　

飯
南
町
→
ま
つ
え
北

　

越
後
伸
一　

出
雲
→
ま
つ
え
北

　

飛
田
修
身　

美
郷
町
→
飯
南
町

　

黒
川
正
伸　

石
央
→
安
来
市

　

藤
原
幸
次　

県
連
支
所
→
美
郷
町

　

村
川
敏
夫　

県
連
→
石
央

　

田
尻
智
恵　

県
連
→
石
央

　

松
浦　

周　

ま
つ
え
北
→
隠
岐
の
島
町

○
専
門
経
営
指
導
員
（
２
名
）

　

齋
藤
和
博　

ま
つ
え
北
→
県
連

　

石
田
一
泰　

隠
岐
の
島
町
→
県
連
支
所

○
補
助
員
（
５
名
）

　

門
脇
里
依
子　

県
連
→
ま
つ
え
北

　

阿
川
友
子　

飯
南
町
→
雲
南
市

　

朝
山
六
合
枝　

雲
南
市
→
飯
南
町

　

斎
藤
千
晴　

吉
賀
町
（
記
帳
専
任
職
員
）

　
　
　
　
　

→
津
和
野
町
（
補
助
員
）

　

山
田
由
美
子　

ま
つ
え
北
→
県
連

○
記
帳
専
任
職
員
（
２
名
）

　

坂
田
由
美
子　

雲
南
市
→
ま
つ
え
南

　

水
津
容
子　

津
和
野
町
（
補
助
員
）

　
　
　

→
吉
賀
町
（
記
帳
専
任
職
員
）

職
種
変
更
（
平
成
22
年
４
月
１
日
）

○
補
助
員
（
記
帳
専
任
職
員
か
ら
変
更
）

　

森
山
恵
子
＝
ま
つ
え
南

○
記
帳
専
任
職
員
（
補
助
員
か
ら
変
更
）

　

秋
原
和
恵
＝
ま
つ
え
南


